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代
表
質
問

代
表
質
問

自
民
清
風
会

・
令
和
６
年
度
当
初
予
算
編
成

・
推
計
人
口

・
暮
ら
し
を
支
え
る
都
市
づ
く
り

・
暮
ら
し
を
守
る
強
靱
な
都
市
づ
く
り

・
持
続
可
能
な
循
環
型
の
都
市
づ
く
り

・
多
様
な
主
体
が
協
働
・
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

・
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

・
女
性
や
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
社
会
づ
く
り

・
誰
も
が
学
び
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

・
商
業
と
観
光
が
成
長
産
業
と
な
る
地
域
経
済
づ
く
り

・
も
の
づ
く
り
が
柱
で
あ
り
つ
づ
け
る
地
域
経
済
づ
く
り

・
ス
マ
ー
ト
で
ス
リ
ム
な
行
政
運
営
の
確
立

民
政
ク
ラ
ブ

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
予
算
編
成

・
第
７
次
総
合
計
画

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎

・
大
規
模
災
害

・
予
算
編
成

・
第
７
次
総
合
計
画

公
明
党

・
令
和
６
年
度
当
初
予
算

・
暮
ら
し
を
支
え
る
都
市
づ
く
り

・
暮
ら
し
を
守
る
強
靱
な
都
市
づ
く
り

・
持
続
可
能
な
循
環
型
の
都
市
づ
く
り

・
多
様
な
主
体
が
協
働
・
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

・
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

・
女
性
や
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
社
会
づ
く
り

・
誰
も
が
学
び
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

・
商
業
と
観
光
が
成
長
産
業
と
な
る
地
域
経
済
づ
く
り

・
も
の
づ
く
り
が
柱
で
あ
り
つ
づ
け
る
地
域
経
済
づ
く
り

・
ス
マ
ー
ト
で
ス
リ
ム
な
行
政
運
営
の
確
立

代
表
質
問
と
は

・
会
派
を
代
表
し
て
行
う
質
問
の
こ
と

で
す
。

・
岡
崎
市
議
会
で
は
、
予
算
の
審
議
や

条
例
案
な
ど
が
多
い
３
月
定
例
会
で

代
表
質
問
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
で
は
、
市
政
の
課
題
や
重
要
事
項
な
ど
に
つ
い
て
会
派
の
代
表
者
に
よ
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
紙
で
は
、
太
字
の
質
問
項
目
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
。
よ
り
詳
し
い
内
容
や
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
議
会
映
像
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

代
表
質
問
の
掲
載
原
稿
は
、
発
言
に
基
づ
き
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
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5"9*

自
民
清
風
会

中
根
武
彦

地
域
公
共
交
通
計
画

問

計
画
期
間
の
終
期
に
当
た
る
令

和
８
年
度
の
成
果
目
標
で
あ
る
鉄

道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
公
共
交
通
利

用
者
数
の
回
復
に
向
け
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答

既
存
の
公
共
交
通
で
あ
る
鉄

道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
と
、
新
た

な
地
域
内
交
通
で
あ
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
で
構
成
す
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
利
用
促

進
と
し
て
、
５
年
度
も
実
施
し
た
愛
環

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
名
鉄
バ
ス
の
高

齢
者
フ
リ
ー
パ
ス
の
購
入
補
助
等
の
事

業
を
継
続
し
て
い
く
。
そ
の
ほ
か
、
利

便
性
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
名
古

屋
鉄
道
と
愛
知
環
状
鉄

道
の
乗
換
駅
で
あ
る
中

岡
崎
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
の
実
現
に
向
け
た

整
備
の
手
法
と
内
容
の

検
討
を
行
う
。

お
か
ざ
き
こ
ど
も
会
議

問

本
市
で
は
、
生
徒
市
議
会
な
ど

若
者
の
意
見
を
施
策
に
反
映
す
る

仕
組
み
が
あ
る
が
、
新
た
に
子
ど
も
の

意
見
を
聴
く
機
会
や
取
り
組
み
は
。

答

６
年
度
か
ら
子
ど
も
の
意
見
を

反
映
す
る
た
め
、「
お
か
ざ
き
こ

ど
も
会
議
」
を
開
催
す
る
。
小
学
５
年

生
か
ら
高
校
３
年
生
の
世
代
を
対
象
に

約
３０
人
を
募
集
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
と
し
た
意
見
交
換
を
行
う
会
議

を
、
６
回
程
度
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
は
、「
み
ん
な

の
声
で
作
る
！
お
か
ざ
き
こ
そ
だ
て
会

議
」
で
発
表
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お

り
、
同
会
議
に
参
加
し
た
子
育
て
世
代

に
発
信
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

市
の
施
策
に
関
す
る
意
見
は
関
係
各
課

と
共
有
し
、
施
策
に
反
映
で
き
る
か
検

討
し
て
い
く
。「
お
か

ざ
き
こ
ど
も
会
議
」
の

開
催
を
通
じ
て
、
子
ど

も
が
意
見
表
明
を
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
へ
の

空
調
機
設
置

問

異
常
に
暑
い
夏
が
常
態
化
す
る

中
、
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調
機
設

置
は
早
急
に
着
手
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
考
え
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

５
年
１２
月
末
に
、
市
議
会
４
会

派
か
ら
、
小
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
へ
の
空
調
機
設
置
に
関
す
る
要
望
書

が
提
出
さ
れ
た
。
厳
し
い
暑
さ
が
長
期

に
わ
た
り
、
授
業
で
の
運
動
中
止
の
影

響
も
出
て
き
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が

い
つ
で
も
安
全
に
活
動
で
き
る
教
育
環

境
の
確
保
が
求
め
ら
れ
、
屋
内
運
動
場

へ
の
空
調
機
設
置
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
設
置
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
学
校
の

屋
内
運
動
場
は
災
害
時
な
ど
に
地
域
の

避
難
所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
か
ら
、
空
調
機
が
避
難
生
活
を
支

え
る
重
要
な
設
備
と
し
て
有
効
に
活
用

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
６

年
度
に
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調
機
導
入

に
向
け
た
基
礎
調
査
を
実
施
し
、
７
年

度
中
の
空
調
機
設
置
の
着
手
に
結
び
つ

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｆ
組

と
夜
間
学
級
Ｓ
組

問

Ｆ
組
設
置
の
成
果
及
び
課
題
と

６
年
度
以
降
の
取
り
組
み
、
ま
た

Ｓ
組
の
進
捗
状
況
は
。

答

長
期
欠
席
者
に
と
っ
て
Ｆ
組
の

存
在
が
確
か
な
居
場
所
に
な
っ
て

い
る
点
と
、
Ｆ
組
の
理
念
が
浸
透
し
た

こ
と
で
中
学
校
の
長
期
欠
席
者
の
出
現

率
が
抑
制
さ
れ
た
点
が
成
果
で
あ
る
。

一
方
、
課
題
と
し
て
２
点
挙
げ
ら
れ
る
。

１
点
目
は
、
小
学
校
の
長
期
欠
席
者
の

増
加
で
あ
る
。
対
策
と
し
て
、
６
年
度

は
小
学
校
の
大
規
模
校
を
中
心
に
Ｆ
組

を
３
校
設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、
Ｆ
組

の
理
念
を
小
学
校
に
も
浸
透
さ
せ
、
長

期
欠
席
者
の
出
現
率
の
抑
制
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
２
点
目
は
、
家
に
閉
じ
こ

も
っ
て
学
校
に
来
ら
れ
な
い
生
徒
が
、

一
定
程
度
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
た
生
徒
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

６
年
度
は
、
週
に
１
度
、
夕
方
以
降
の

時
間
に
通
う
夜
間
学
級
Ｓ
組
を
中
学
校

５
校
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
子
ど

も
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

代表質問
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民
政
ク
ラ
ブ

加
藤
学

将
来
に
つ
な
が
るま

ち
づ
く
り

問

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
本
市
の
思
い
や
考
え
は
。

答

ハ
ー
ド
面
で
は
、
交
通
結
節
点

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
周

辺
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
岡

崎
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
を
始
め
、（
仮
称
）
岡
崎
阿
知

和
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

※
の
ア
グ
リ
パ
ー
ク
構
想
、
東
岡
崎
駅
再

整
備
と
連
携
し
た
周
辺
エ
リ
ア
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

岩
津
地
域
の
拠
点
整
備
、
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ

Ａ
地
区
内
の
優
良
建
築
物
等
整
備
事
業

な
ど
も
推
進
す
る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、

も
っ
と
家
康
公
�
ど
�
ま
ん
な
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
子
宝
・
健
康
長
寿
」「
歴

史
ま
ち
づ
く
り
」「
岡
崎
愛
・
経
済
好

循
環
」「
循
環
ま
ち
づ
く

り
」
の
四
つ
の
価
値
観
に

基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

東
岡
崎
駅
周
辺
のま

ち
づ
く
り

問

東
岡
崎
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
令
和

６
年
度
の
取
り
組
み
は
。

答

同
エ
リ
ア
を
多
世
代
が
つ
な
が

る
居
場
所
と
来
街
者
に
対
す
る
お

も
て
な
し
の
玄
関
口
と
し
、「
駅
周
辺

の
自
治
会
を
中
心
と
し
た
暮
ら
し
を
再

生
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
や
「
駅
と
乙

川
、
駅
と
六
所
神
社
を
ス
ム
ー
ズ
に
つ

な
ぐ
歩
行
者
動
線
や
滞
在
空
間
」
等
を

将
来
像
に
掲
げ
、
エ
リ
ア
全
体
の
あ
る

べ
き
姿
を
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
。

６
年
度
は
こ
の
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
実
現

の
た
め
、
新
た
に
駅
北
西
の
街
区
に
お

い
て
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
北
口
中
央
街
区
で
は
、
地
権
者

を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
構
想
案
の
動
き
と
連
動
し
、
本
市
も

北
口
中
央
街
区
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

駅
前
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を
担
う
場

所
と
し
て
、
駅
か
ら
乙
川
へ
の
魅
力
的

な
眺
望
や
景
観
を
生
み
出
し
、
心
地
よ

く
滞
在
や
回
遊
を
促
す
公
共
空
間
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

確
実
な
進
捗
が
望
ま
れ
る

雨
水
対
策

問

市
内
の
河
川
の
整
備
計
画
は
。

答

国
が
管
理
す
る
矢
作
川
で
は
、

佐
々
木
・
八
帖
・
岩
津
の
各
地
区

で
、
堤
防
の
整
備
や
強
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
矢
作
橋
か
ら
日
名
橋

ま
で
の
右
岸
側
で
も
、
堤
防
整
備
の
計

画
が
あ
る
ほ
か
、
河
道
掘
削
や
樹
木
伐

開
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
と
聞
い
て

い
る
。
県
が
管
理
す
る
河
川
で
は
、
乙

川
で
整
備
計
画
に
基
づ
く
改
修
を
行
う

ほ
か
、
六
斗
目
川
合
流
点
付
近
で
は
再

度
災
害
防
止
の
た
め
河
道
掘
削
を
先
行

実
施
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
砂
川

で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の
交
差
部
の
整

備
や
下
流
の
橋
梁
架
け
替
え
工
事
を
行

っ
て
い
く
。
市
管
理
の
六
斗
目
川
で
は
、

市
道
美
合
不
吹
線
か
ら
上
流
の
六
合
橋

ま
で
の
区
間
の
整
備
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
北
本
郷
支
川
で
は
、

本
線
と
の
合
流
点
か
ら
上
流
約
４
２
０

㍍
ま
で
の
区
間
で
７
年
度
か
ら
改
修
工

事
に
着
手
で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め
て

い
る
。
赤
池
支
川
で
も
、
早
期
に
着
手

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

町
内
会
活
動
へ
の

デ
ジ
タ
ル
支
援

問

５
年
度
に
進
め
た
支
援
の
評
価

と
６
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

答

５
年
度
は
、
町
内
会
活
動
の
担

い
手
不
足
の
対
応
と
し
て
、
役
員

の
負
担
軽
減
を
目
指
し
、
町
内
会
活
動

支
援
ア
プ
リ
を
４
地
区
５
町
内
会
で
試

験
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
回
覧
板

の
電
子
化
、
行
事
の
出
欠
確
認
な
ど
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
各
町
内
会
で
は

導
入
に
関
す
る
様
々
な
工
夫
が
前
向
き

に
議
論
さ
れ
、
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い

る
と
把
握
し
て
い
る
。
６
年
度
は
、
本

事
業
に
挑
戦
す
る
町
内
会
を
更
に
２０
町

程
度
募
り
、
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
多
く
の
町
内
会
が
興
味

を
持
ち
、
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

市
政
だ
よ
り
や
新
聞
各
社
か
ら
の
取
材

等
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
事
業
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。
ま
た
、
６
年
度
の
防
災
訓

練
で
、
本
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
安
否
確

認
や
被
災
状
況
の
集
約
を
、
一
部
の
モ

デ
ル
地
区
で
試
験
的
に
行
う
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。

代表質問

※アグリパーク：体験型の農業公園
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チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎

近
藤
敏
浩

大
規
模
災
害
に
お
け
る

自
治
体
の
支
援

問

大
規
模
災
害
に
お
け
る
支
援
へ

の
考
え
方
及
び
支
援
を
実
施
す
る

意
義
は
。

答

支
援
で
は
、
人
命
救
助
、
被
災

者
支
援
の
必
要
性
が
優
先
さ
れ
る
。

被
災
し
た
自
治
体
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く

応
援
を
要
請
す
る
こ
と
、
応
援
を
求
め

ら
れ
た
自
治
体
は
応
じ
る
こ
と
が
災
害

対
策
基
本
法
と
地
方
自
治
法
に
規
定
さ

れ
て
お
り
、
自
治
体
同
士
が
協
力
し
、

助
け
合
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
支

援
を
実
施
す
る
意
義
は
、
職
員
が
被
災

地
で
支
援
業
務
に
携
わ
る
こ
と
で
、
本

市
の
被
災
時
に
必
要
な
対
応
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
、
そ
の
後
の
防
災
力
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

あ
る
と
同
時
に
、
現
在

本
市
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
施
策
の
検
証
機

会
と
な
る
点
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

上
下
水
道
管
の
地
震
対
策

問

水
道
及
び
下
水
道
管
路
の
耐
震

し
ん
ち
ょ
く

化
の
進
捗
状
況
と
令
和
６
年
度
の

取
り
組
み
は
。

答

水
道
管
路
の
耐
震
適
合
率
は
４

年
度
末
で
約
４３
・
９
％
で
あ
る
。

ま
た
、
更
な
る
耐
震
化
促
進
等
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
口
径
２
０
０
㍉
以

上
の
配
水
管
等
の
管
路
網
を
再
構
築
す

る
基
幹
管
路
網
再
構
築
事
業
の
進
捗
率

は
約
３６
・
６
％
で
あ
る
。
６
年
度
は
、

基
幹
管
路
再
構
築
工
事
、
老
朽
管
更
新

工
事
な
ど
、
約
１９
㌔
メ
ー
ト
ル
の
管
路

整
備
を
進
め
る
。
下
水
道
管
路
の
耐
震

化
率
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
幹
線
等
の

延
長
約
２
８
２
㌔
メ
ー
ト
ル
に
対
し
て

耐
震
化
率
は
約
５１
％
で
あ
る
。
ま
た
、

全
て
の
下
水
道
管
路
の
総
延
長
約
１
９

２
０
㌔
メ
ー
ト
ル
に
対
し
て
耐
震
化
率

は
約
３０
％
で
あ
る
。
６
年
度
は
、
国
道

１
号
な
ど
緊
急
輸
送
道
路
に
お
い
て
、

管
路
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
耐
震
診
断
や
液

状
化
に
対
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
対
策
、

管
敷
設
替
え
工
事
な
ど
を
進
め
る
予
定

で
あ
る
。

中
山
間
地
域
活
性
化
計
画

問

中
山
間
地
域
活
性
化
計
画
に
お

け
る
「
オ
ク
オ
カ
竹
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
予
定
は
。

答

４
年
度
末
に
、
放
置
竹
林
の
解

消
や
地
域
資
源
の
有
効
活
用
と
し

て
、
伐
採
し
た
竹
を
竹
炭
パ
ウ
ダ
ー
に

し
、
そ
れ
を
添
加
し
た
飼
料
を
豚
に
与

え
た
ブ
ラ
ン
ド
肉
「
岡
崎
竹
千
代
ポ
ー

ク
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。
５
年
度
は

タ
ケ
ノ
コ
と
メ
ン
マ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
地
域
住
民
が
収
穫
し
た
タ

ケ
ノ
コ
を
、
間
も
な
く
販
売
で
き
る
見

込
み
で
あ
る
。
６
年
度
は
引
き
続
き
竹

林
を
整
備
し
、
適
正
に
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。
ま

た
、
竹
炭
を
農
地
の
土
壌
改
良
材
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
で
、
バ
イ
オ
炭
に
含

ま
れ
る
炭
素
の
固
定
化
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
効
果
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業

分
野
で
の
脱
炭
素
化
が
図
ら
れ
る
。
今

※
１

後
Ｊ－

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
通
じ
た
民
間
事

業
者
と
の
連
携
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
然
科
学
研
究
機
構と

の
連
携

問

自
然
科
学
研
究
機
構
と
の
連
携

の
実
績
と
今
後
期
待
す
る
こ
と
は
。

答

実
績
と
し
て
４
点
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。
１
点
目
は
、
最
先

端
の
科
学
に
触
れ
、
理
科
教
員
の
授
業

力
を
向
上
さ
せ
る
国
研
セ
ミ
ナ
ー
。
２

点
目
は
、
未
来
の
科
学
者
賞
を
選
出
す

る
ほ
か
研
究
内
容
を
紹
介
し
た
小
・
中

学
校
理
科
作
品
展
。
３
点
目
は
、
研
究

所
職
員
に
よ
る
出
前
授
業
。
４
点
目
は
、

※
２Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
利
点
を
生
か
し
、
連
携

※
３

す
る
５
研
究
所
と
同
時
開
催
で
大
規
模

に
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
あ

る
。
今
後
も
、
本
市
に
位
置
す
る
と
い

う
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
、
優
れ
た

科
学
者
や
魅
力
的
な
教
材
と
触
れ
合
う

こ
と
で
、
科
学
に
興
味
と
関
心
を
持
ち
、

深
く
追
及
し
、
科
学
を
生
活
に
生
か
す

ほ
か
、
自
然
科
学
研
究
機
構
が
開
催
す

る
一
般
公
開
に
足
を
運
ぶ
な
ど
、
教
室

を
離
れ
て
も
、
自
ら
科
学
に
向
き
合
う

子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

代表質問

※１ J－クレジット制度：温室効果ガスの排出削減量や吸収量をクレジットとして国が認証する制度のこと。中小企業・自治体の省エネ・低炭
素投資等を促進し、環境と経済の両立を目指すもの。

※２ SINET（サイネット）：国立情報学研究所が構築、運営する情報通信ネットワークのこと。先進的、超高速（100Gbps）、高信頼な利用が可能。
※３ ５研究所：国立天文台、核融合科学研究所、基礎生物学研究所、生理学研究所、分子化学研究所
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公
明
党

畑
尻
宣
長

も
っ
と
家
康
公
�
ど
�

ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問

具
体
的
な
事
業
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
。

答

四
つ
の
価
値
観
に
ひ
も
づ
い
た

４０
事
業
の
う
ち
３
点
紹
介
す
る
。

１
点
目
は
、
家
康
公
の
功
績
を
尊
び
、

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
明
文
化

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
家
康
公
を
顕
彰

す
る
と
と
も
に
家
康
公
ゆ
か
り
の
歴
史

文
化
遺
産
の
保
存
や
活
用
を
図
る
（
仮

称
）
徳
川
家
康
公
顕
彰
条
例
の
制
定
を

目
指
す
。
２
点
目
は
、「
築
山
の
復
元

及
び
築
山
と
三
河
家
臣
団
の
屋
敷
跡
を

た
ど
る
ま
ち
歩
き
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
」
を
制
作
し
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を
将

来
に
引
き
継
ぎ
、
来
訪
者
に
も
ま
ち
歩

き
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
指
す
。

３
点
目
は
、
岡
崎
城
が
昭
和
３４
年
に
復

興
さ
れ
て
か
ら
６５
年
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
象
徴
で
あ
る
岡
崎
城
天
守

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を

し
っ
か
り
聴
き
な
が
ら
検
討
を
始
め
る
。

市
民
病
院
の
施
設
設
備

問

市
民
病
院
が
移
転
し
て
２５
年
が

経
過
し
、
建
物
や
付
帯
設
備
の
老

朽
化
が
目
に
付
く
が
、
現
在
の
整
備
状

況
や
今
後
の
予
定
は
。

答

令
和
５
年
度
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
更
新
工
事
や
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
等
の
ほ
か
、
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
改
修
工
事
や
駐
車
場
整
備
工
事

を
進
め
て
い
る
。
市
民
病
院
は
、
高
度

医
療
を
担
う
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

２４
時
間
３
６
５
日
稼
働
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
設
備
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

設
備
等
の
老
朽
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
、

医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

計
画
的
に
改
修
を
行
っ
て
い
る
が
、
大

規
模
な
医
療
設
備
の
機
能
を
止
め
る
こ

と
は
難
し
く
、
一
般
的
な
建
物
と
は
違

い
、
長
寿
命
化
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、

現
在
の
建
物
を
い
つ
ま
で
使
用
す
る
の

か
、
近
隣
病
院
の
状
況
を
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
、
そ
の

時
期
を
踏
ま
え
た
建
物
や

設
備
の
改
修
を
計
画
的
に

実
施
し
て
い
く
。

保
育
環
境
の
充
実

問

国
に
お
け
る
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
」
の
加
速
化
プ
ラ
ン
に
、
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
や
保
育
所
の
量
の

拡
大
か
ら
質
の
向
上
に
向
け
た
７６
年
ぶ

り
と
な
る
配
置
基
準
の
改
善
が
盛
り
込

ま
れ
た
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答

本
市
の
保
育
所
と
認
定
こ
ど
も

園
で
は
、
３
年
度
以
降
、
待
機
児

童
が
出
て
お
り
、
配
置
可
能
な
保
育
士

や
活
用
で
き
る
施
設
が
不
足
し
て
い
る
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
導
入
内
容

や
時
期
は
、
国
の
試
行
的
事
業
の
検
証

結
果
や
、
制
度
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た

時
点
で
検
討
す
る
。
ま
た
、
国
が
定
め

る
保
育
士
の
配
置
基
準
は
一
定
の
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
保
育
室

の
面
積
を
基
に
、
預
か
る
こ
と
が
で
き

る
子
ど
も
の
数
と
必
要
な
職
員
の
確
保

の
難
し
さ
を
考
慮
し
て
、
適
切
な
利
用

定
員
の
設
定
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
新
規

採
用
職
員
の
増
員
等
と

併
せ
、
７
年
度
以
降
の

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

行
政
手
続
き
に
お
け
る

窓
口
改
革

問

他
市
で
は
「
書
か
な
い
・
待
た

な
い
・
行
か
な
い
」
窓
口
を
目
指

し
た
窓
口
改
革
を
行
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

本
市
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答

本
市
で
は
、
市
民
が
行
う
様
々

な
行
政
手
続
き
の
負
担
軽
減
や
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
に
、
市
役
所
へ
の

来
庁
が
不
要
と
な
る
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
や
電
子
申
請
な
ど
を
導
入
し
て

い
る
ほ
か
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ

ず
に
納
付
手
続
き
が
可
能
と
な
る
納
付

書
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
電
子
申

請
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
の
導
入
、
口

座
振
替
の
申
し
出
を
ア
プ
リ
か
ら
対
応

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

待
ち
時
間
が
長
い
と
い
っ
た
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
住
所
異
動
の
手
続
き
等

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
を

読
み
取
る
こ
と
で
住
所
や
氏
名
等
の
記

載
を
省
略
で
き
た
り
、
ア
プ
リ
の
質
問

に
回
答
し
て
い
く
こ
と
で
必
要
な
手
続

き
が
案
内
さ
れ
た
り
す
る
ス
マ
ー
ト
窓

口
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

代表質問
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主
な
議
案

主
な
議
案

条
例
議
案

■
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
／
上
下

水
道
局
の
組
織
体
制
強
化
、
市
費
負

担
教
員
の
採
用
及
び
消
防
力
の
強
化

等
の
た
め
、
職
員
の
定
数
の
適
正
化

を
図
る
。

■
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
／
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
関
連
す
る
規
定
を
改
め
る
と
と

も
に
、
個
人
番
号
利
用
事
務
の
範
囲

並
び
に
庁
内
連
携
を
行
う
個
人
番
号

利
用
事
務
及
び
特
定
個
人
情
報
の
範

囲
を
見
直
す
。

■
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
／

犯
罪
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有

害
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
被
害
者

並
び
に
そ
の
家
族
又
は
遺
族
（
以
下

「
犯
罪
被
害
者
等
」
と
い
う
）
の
権

利
利
益
の
保
護
及
び
受
け
た
被
害
の

軽
減
又
は
回
復
を
図
る
た
め
、
犯
罪

被
害
者
等
の
支
援
に
関
し
、
基
本
理

念
、
基
本
と
な
る
事
項
等
を
定
め
る
。

■
障
が
い
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条

例
の
制
定
／
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ

て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
共

生
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
理
解
及
び
利
用
の
促
進
に

関
し
、
基
本
理
念
、
施
策
の
基
本
と

な
る
事
項
等
を
定
め
る
。

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
／
介
護

保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
及
び
令

和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
介

護
保
険
の
保
険
料
の
額
等
を
定
め
る
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
／

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
保
険
料
の
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
保
険
料
の
軽
減
対
象

を
拡
大
し
、
保
険
料
賦
課
の
適
正
化

等
を
図
る
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部

改
正
／
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お

い
て
、
こ
ど
も
計
画
の
策
定
及
び
変

更
に
関
す
る
事
項
の
調
査
審
議
並
び

に
こ
ど
も
施
策
の
推
進
に
関
し
必
要

な
事
務
を
行
う
た
め
、
当
該
会
議
の

所
掌
事
務
等
を
改
め
る
。

そ
の
他
議
案

■
特
定
事
業
の
契
約
／
南
公
園
整
備
事

業
の
契
約
を
行
う
。

■
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
／
南
公
園
の
指
定
管
理
者
に
岡
崎

南
公
園
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
を

指
定
す
る
。

■
物
品
の
取
得
／
学
校
用
の
物
品
（
小

学
校
教
師
用
教
科
書
及
び
指
導
書
）

の
買
入
れ
を
行
う
。

予
算
議
案

■
令
和
５
年
度
補
正
予
算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１２
号
）

○
総
務
費
／
財
政
調
整
基
金
積
立
金
、

市
税
等
過
誤
納
金
払
戻
金
な
ど
約
７０

億
１
７
１
０
万
円
の
増

○
衛
生
費
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
行
政
検
査
委
託
料
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

な
ど
約
２５
億
４
３
１
４
万
円
の
減

○
土
木
費
／
河
川
改
修
工
事
請
負
費
、

東
岡
崎
駅
周
辺
地
区
整
備
基
金
積
立

金
な
ど
約
７
億
９
７
４
２
万
円
の
増

○
教
育
費
／
小
学
校
校
舎
等
特
別
整
備

工
事
請
負
費
、
中
学
校
校
舎
等
特
別

整
備
工
事
請
負
費
な
ど
約
２１
億
２
４

１
５
万
円
の
増

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１４
号
）

○
農
林
業
費
／
お
か
ざ
き
農
業
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
費
負
担
金
に

対
し
約
４
２
８
６
万
円
の
増

令和５年度３月補正予算
補正後

1,498億4,800万円

702億2,648万円

636億4,651万円

2,837億2,099万円

補正額

62億507万円

△24億2,110万円

14億913万円

51億9,310万円

補正前

1,436億4,293万円

726億4,758万円

622億3,738万円

2,785億2,789万円

一般会計

特別会計

企業会計

合計

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

１２
・
１３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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<登録方法>
左のコードを読み取っていた
だくか、App Store、Google
playから無料アプリ「マチイ
ロ」をダウンロードしてください。

■
令
和
６
年
度
当
初
予
算

令
和
６
年
度
当
初
予
算
は
、「
こ
ど

も
ま
ん
な
か

も
っ
と
家
康

昇
龍
予

算
」
と
し
て
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
、
子
ど
も
と
子

育
て
家
庭
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
河
ド
ラ
マ

を
機
に
再
認
識
し
た
「
家
康
公
生
誕
の

地
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
岡
崎

市
民
が
連
綿
と
続
く
岡
崎
の
歴
史
の
重

み
に
一
層
の
誇
り
と
愛
着
を
感
じ
ら
れ

る
取
り
組
み
と
し
て
「
も
っ
と
家
康
公

�
ど
�
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
進
め
る
な
ど
、「
家
康
公
生
誕

の
地
」
を
始
め
と
す
る
本
市
の
魅
力
向

上
や
地
域
活
性
化
に
資
す
る
施
策
に
重

き
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
４
年

目
を
迎
え
る
第
７
次
総
合
計
画
に
掲
げ

る
各
施
策
に
お
い
て
、
着
手
済
み
で
あ

る
工
業
団
地
造
成
事
業
や
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
東

岡
崎
駅
第
２
期
整
備
事
業
や
南
公
園
整

備
事
業
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
を
始
め

と
す
る
基
本
施
策
に
も
し
っ
か
り
と
取

り
組
み
な
が
ら
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
実
現
や
更
な
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
い

っ
た
社
会
環
境
の
変
化
に
も
的
確
に
対

応
し
て
い
く
予
算
を
計
上
し
た
。

一
般
会
計
は
１
４
０
４
億
１
０
０
０

万
円
、
特
別
会
計
は
約
７
４
４
億
１
０

６
９
万
円
、
企
業
会
計
は
約
６
５
８
億

８
２
２
８
万
円
で
、
総
額
は
約
２
８
０

７
億
２
９
７
万
円
と
な
り
、
５
年
度
当

初
予
算
に
対
し
て
５
・
１
％
の
増
と
な

っ
た
。

～～議議会会をを傍傍聴聴ししててみみまませせんんかか～～
本会議や委員会は一般に公開されており、受付で住所、氏名を記入するだけで、どなたでも
傍聴できます。また、事前の予約も必要ありません。お気軽にお越しください。
※傍聴席へは、市役所西駐車場などから３階連絡通路を利用し、議会傍聴専用入り口（市役所西庁舎３階）へお越しください。

障がいのある方の傍聴について
障がいのある方にも傍聴しやすい環境を整えていますので、ぜひご利用ください。
・車椅子スペースの設置 ・手話通訳／要約筆記※
・ヒアリングループ（磁気誘導ループ）設置※
・点字資料の提供※
※ご利用に当たっては傍聴予定日の１週間前までにご予約ください。

本会議傍聴時の託児について
本会議傍聴時の託児サービスを実施しています。
傍聴予定日２日前の１６時までにご予約ください。

（傍聴に関するお問い合せ先 議会事務局総務課 ☎２３-６３８２ FAX２３-６５３８）

スマホで議会だより「マチイロ」
ご利用のスマートフォンやタブレット端末にアプリを
登録すれば、最新の議会だよりが配信されます。

令和６年度当初予算
前年度対比

104.6％

104.4％

106.8％

105.1％

予算額

1,404億1,000万円

744億1,069万円

658億8,228万円

2,807億297万円

一般会計

特別会計

企業会計

合計

主な議案
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委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

総
務
企
画
委
員
会

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

問

犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
内
容

と
条
例
の
周
知
方
法
は
。

答

居
住
の
安
定
を
図
る
た
め
、
市

営
住
宅
の
一
時
入
居
や
、
警
察
の

一
時
避
難
施
設
宿
泊
料
の
補
助
制
度
、

県
営
住
宅
の
入
居
抽
選
時
の
優
遇
等
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
・
調
整
し
、

住
ま
い
の
提
供
に
取
り
組
む
。
更
に
、

精
神
的
な
被
害
の
軽
減
や
回
復
の
た
め
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
臨
床
心
理
士

等
の
資
格
を
有
す
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ

の
仲
介
を
実
施
す
る
。
周
知
方
法
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
ほ
か
、
支
援

制
度
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
市

内
各
所
等
へ
の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
支
援
団
体
と
共
同
で
パ
ネ
ル
展

も
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

福
祉
病
院
委
員
会

障
が
い
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例

の
制
定

問

本
条
例
を
理
念
条
例
と
し
た
理

由
と
制
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

本
条
例
で
は
、
障
が
い
者
が
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
や
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
か
ら
、
自
分
自
身
に
合
っ
た
手

段
を
選
択
で
き
る
こ
と
を
基
本
と
し
た

環
境
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
、
ま
た
、

手
話
や
点
字
、
要
約
筆
記
な
ど
、
障
が

い
者
が
使
用
す
る
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
手
段
へ
の
理
解
と
利
用
促
進

の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
時
代
が
変
化
し
て
も
変
わ
ら

ず
、
普
遍
的
に
そ
れ
ら
施
策
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
理
念
条

例
と
し
た
。
制
定
に
よ
り
、
市
役
所
内

の
み
な
ら
ず
市
民
及
び
事
業
者
に
も
条

例
の
理
念
や
趣
旨
を
広
く
周
知
で
き
る

と
と
も
に
、
条
例
の
基
本
的
理
念
を
普

遍
と
す
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
視
点
で

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
、
施
策
を
推
進

し
て
い
け
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

文
教
経
済
委
員
会

物
品
の
取
得
（
小
学
校
教
師
用
教
科
書

及
び
指
導
書
）

問

教
師
用
教
科
書
と
指
導
書
を
購

入
す
る
目
的
と
活
用
方
法
は
。

答

図
書
等
は
、
教
師
が
授
業
を
行

う
に
当
た
り
、
教
科
書
の
内
容
を

教
材
研
究
す
る
上
で
必
要
で
あ
る
。
教

職
員
が
こ
れ
ら
を
基
に
授
業
を
行
う
こ

と
で
、
公
教
育
に
お
け
る
公
平
性
を
担

保
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
が

実
現
さ
れ
、
全
て
の
子
ど
も
が
一
定
の

学
力
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
主
な
活
用
と
し
て
、
授
業
前

の
教
材
研
究
で
、
指
導
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
教
材
の
特
徴
や
授
業
展
開
案
を

基
に
教
師
が
工
夫
を
加
え
、
子
ど
も
の

実
情
に
合
わ
せ
た
質
の
高
い
授
業
が
で

き
る
よ
う
準
備
し
た
り
、
授
業
中
で
は
、

授
業
の
展
開
等
、
内
容
を
指
導
書
で
確

認
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
師
用

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

お
り
、
電
子
黒
板
を
活
用
し
て
教
科
書

を
提
示
す
る
等
、
子
ど
も
の
理
解
に
資

す
る
活
用
も
可
能
で
あ
る
。

建
設
環
境
委
員
会

特
定
事
業
の
契
約（
南
公
園
整
備
事
業
）、

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

（
南
公
園
）

問

契
約
の
概
要
及
び
事
業
者
か
ら

の
提
案
内
容
で
評
価
さ
れ
た
点
は
。

答

本
契
約
は
、
家
族
が
笑
顔
に
な

れ
る
公
園
を
目
指
し
、
老
朽
化
し

た
公
園
全
体
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
た

め
、
新
規
設
置
施
設
や
改
修
施
設
の
設

計
と
工
事
、
整
備
後
の
維
持
管
理
運
営

を
含
め
た
２０
年
間
の
契
約
で
あ
る
。
評

価
さ
れ
た
主
な
点
は
、
建
築
物
に
使
用

す
る
木
材
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
県
産
材
と

市
産
材
で
賄
う
と
し
た
提
案
や
、
木
育

を
通
し
て
子
ど
も
の
発
達
を
促
す
提
案

等
で
あ
る
。
ま
た
、
大
屋
根
が
設
置
さ

れ
る
多
目
的
広
場
ゾ
ー
ン
の
利
活
用
の

提
案
で
は
、
屋
根
部
分
の
形
を
、
大
き

さ
の
異
な
る
独
立
し
た
複
数
の
屋
根
を

重
ね
合
わ
せ
る
な
ど
、
県
内
の
公
園
で

は
見
か
け
な
い
工
夫
を
凝
ら
し
、
複
数

の
グ
ル
ー
プ
が
同
時
に
大
屋
根
の
下
で

気
兼
ね
な
く
空
間
を
利
用
す
る
よ
う
な

活
用
シ
ー
ン
が
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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予
算
決
算
委
員
会

総
務
企
画
分
科
会

６
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
費

問

ス
マ
ー
ト
窓
口
シ
ス
テ
ム
構
築

委
託
料
の
概
要
は
。

答

市
民
が
窓
口
で
記
入
す
る
届
出

書
類
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
住
所

や
氏
名
等
の
記
載
を
省
略
で
き
、
パ
ソ

コ
ン
等
を
使
っ
て
質
問
に
答
え
て
い
く

こ
と
で
、
必
要
な
手
続
き
が
案
内
さ
れ

る
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
て
い

く
。
導
入
に
よ
り
書
類
記
入
の
負
担
軽

減
や
、
関
連
手
続
き
を
案
内
す
る
機
能

に
よ
り
、
手
続
き
漏
れ
を
防
止
す
る
等

の
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
窓
口
で

の
や
り
と
り
を
簡
略
化
し
、
対
応
時
間

の
短
縮
も
可
能
と
な
る
。
令
和
７
年
２

月
頃
か
ら
、
転
入
届
な
ど
の
住
民
異
動

届
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
手
続
き
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険
、
医
療
助
成
及
び

児
童
手
当
の
窓
口
で
導
入
の
予
定
で
あ
る
。

福
祉
病
院
分
科
会

６
年
度
一
般
会
計
予
算

民
生
費

問

成
年
後
見
制
度
推
進
業
務
に
お

い
て
市
民
後
見
人
の
養
成
に
取
り

組
む
理
由
及
び
方
法
は
。

答

認
知
症
高
齢
者
な
ど
成
年
後
見

制
度
の
対
象
者
が
増
加
す
る
一
方
、

親
族
後
見
人
等
が
減
少
し
、
専
門
職
等

に
よ
る
後
見
の
受
任
件
数
が
増
加
し
て

い
る
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
６５
歳
以

上
と
な
る
２
０
４
０
年
に
は
、
本
市
の

認
知
症
有
病
者
数
は
２
万
９
４
７
人
と

推
計
さ
れ
、
今
後
の
後
見
人
不
足
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
や
生
活

の
多
様
化
が
進
む
中
で
継
続
的
な
権
利

擁
護
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、
市
民
後

見
人
の
養
成
は
急
務
で
あ
り
、
６
年
度

か
ら
事
前
に
説
明
会
を
開
催
し
た
上
で
、

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、

市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い

く
。
市
民
後
見
人
の
活
動
は
、
責
任
感

と
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
本
市

と
し
て
も
継
続
し
て
支
援
す
る
な
ど
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

文
教
経
済
分
科
会

６
年
度
一
般
会
計
予
算

教
育
費

問

地
域
文
化
広
場
施
設
整
備
業
務

の
概
要
は
。

答

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
子

ど
も
が
屋
外
で
遊
べ
る
よ
う
、
地
域
文

化
広
場
に
大
屋
根
空
間
を
設
け
る
。
ふ

れ
あ
い
広
場
に
隣
接
す
る
ス
テ
ー
ジ
周

辺
に
、
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る

大
屋
根
を
設
置
し
、
親
子
で
食
事
・
遊

び
・
体
験
が
で
き
る
大
屋
根
空
間
を
提

供
す
る
。
屋
根
の
面
積
は
約
１
千
平
方

㍍
で
、
明
る
さ
や
温
度
、
雨
天
時
の
雨

音
な
ど
、
施
設
の
快
適
性
の
面
か
ら
、

鉄
骨
造
り
、
立
体
ト
ラ
ス
構
造
の
膜
屋

根
と
す
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
印
象
に

残
る
施
設
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
た
め
、

市
の
鳥
で
あ
る
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
形
状
と
し
、
ア
ー
ト
要
素
も

取
り
入
れ
る
。
ま
た
大
屋
根
空
間
の
地

面
は
、
安
全
性
や
掃
除
の
し
や
す
さ
等

か
ら
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
と
し
、
柱
の
化

粧
材
に
市
産
材
の
ひ
の
き
を
使
用
す
る
。

建
設
環
境
分
科
会

６
年
度
一
般
会
計
予
算

衛
生
費

問

自
然
環
境
調
査
計
画
業
務
の
自

然
環
境
調
査
委
託
料
の
内
容
は
。

答

自
然
環
境
定
期
観
察
調
査
と
市

民
参
加
型
自
然
環
境
調
査
の
二
つ

の
調
査
を
実
施
す
る
。
前
者
は
、
毎
年

実
施
の
市
内
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る

た
め
の
基
礎
調
査
で
、
希
少
動
植
物
と

外
来
生
物
の
実
態
調
査
等
で
あ
る
。
後

者
は
、
６
年
度
か
ら
開
始
予
定
で
、
市

民
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
、
バ
イ

オ
ー
ム
で
撮
影
し
た
位
置
情
報
付
の
写

真
を
投
稿
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が
た

ま
る
な
ど
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
自
然
環
境

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
撮

影
し
た
種
が
同
定
さ
れ
る
。
同
ア
プ
リ

を
市
民
が
利
用
す
る
こ
と
で
、
生
き
物

へ
の
興
味
や
自
然
環
境
の
変
化
に
気
づ

く
な
ど
、
生
物
多
様
性
の
啓
発
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、

調
査
デ
ー
タ
を
専
門
家
に
よ
る
調
査
へ

と
発
展
さ
せ
、
希
少
種
の
指
定
検
討
等

に
も
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

委員会審査
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討
論
討
論

６
年
度
一
般
会
計
予
算

自
民
清
風
会

「
雨
水
対
策
や
災
害
対
策
の
強
化
で
は
、

浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
の
河
川
・
排
水

路
改
修
事
業
な
ど
、
多
く
の
暮
ら
し
を

守
る
事
業
が
予
算
化
さ
れ
た
。
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
た
め
の
橋
梁

耐
震
化
業
務
、
複
雑
多
様
化
す
る
各
種

火
災
に
対
応
す
る
た
め
の
消
防
自
動
車

の
更
新
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

被
災
地
の
早
急
な
復
興
の
た
め
の
防
災

都
市
づ
く
り
計
画
の
策
定
な
ど
、
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
必
要
な
事
業
で
あ
る
。

ま
た
、
本
市
は
『
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応

援
サ
ポ
ー
タ
ー
』
宣
言
を
し
て
お
り
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
運
営
補
助
業
務

や
小
規
模
保
育
事
業
所
運
営
支
援
業
務

等
の
新
規
事
業
に
加
え
、
お
か
ざ
き
こ

ど
も
会
議
の
開
催
も
計
画
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
そ
の
声
を
ま
ん
な
か
に
据
え
、
政

策
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
少
子
化
問
題

の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
本
予
算
で
は
、
子
ど
も
と
子
育
て
家

庭
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
、
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
の
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け

て
の
取
り
組
み
、『
も
っ
と
家
康
公

�
ど
�
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』、

４
年
目
を
迎
え
る
第
７
次
総
合
計
画
に

掲
げ
る
各
施
策
に
お
い
て
着
手
済
み
の

計
画
事
業
で
あ
る
工
業
団
地
造
成
事
業
、

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
事
業
、
東
岡
崎
駅
第
２
期
整
備
事
業

や
南
公
園
整
備
事
業
に
加
え
、
少
子
高

齢
化
を
始
め
と
す
る
基
本
施
策
に
確
実

に
取
り
組
む
ほ
か
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
や
、
更
な
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進

と
い
っ
た
社
会
環
境
の
変
化
に
も
的
確

に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
予
算
が
編
成

さ
れ
て
い
る
。
確
実
に
予
算
を
執
行
し
、

予
定
以
上
の
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し

た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎

「
令
和
６
年
度
は
地
域
脱
炭
素
移
行
・

再
エ
ネ
推
進
交
付
金
『
重
点
対
策
加
速

化
事
業
』
の
採
択
を
受
け
、
住
宅
用
補

助
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、

若
年
層
を
対
象
と
し
た
体
験
型
講
座
な

ど
を
行
う
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
人

材
育
成
支
援
事
業
が
新
た
に
行
わ
れ
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、

省
エ
ネ
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
な
ど

の
環
境
配
慮
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
行
動
変
容
を
促
し
て
い
く
た
め
の

啓
発
事
業
に
期
待
す
る
」
と
意
見
を
述

べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

「
市
立
小
学
校
の
１
・
２
年
生
で
３２
人

学
級
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
よ

り
質
の
高
い
教
員
の
確
保
を
お
願
い
す

る
。
ま
た
、
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｆ

組
は
、
市
内
中
学
校
へ
の
設
置
が
完
了

し
、
小
学
校
３
校
に
も
拡
充
予
定
で
あ

る
。
今
後
も
、
担
当
者
や
支
援
員
の
資

質
向
上
と
、
Ｆ
組
の
理
念
で
あ
る
『
多

様
性
を
受
け
入
れ
る
』『
適
応
す
る
の

は
子
ど
も
で
は
な
く
学
校
』
等
の
更
な

る
理
解
の
浸
透
が
、
多
く
の
教
職
員
に

広
が
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
」
と
意
見
を

述
べ
、
賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
６
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
日
常
が

戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
市
民
の
暮
ら
し
は
、

決
し
て
楽
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。市
民
参
加
型
市
政
の
前
進
、福
祉
・

子
育
て
へ
の
配
慮
な
ど
評
価
す
べ
き
点

は
あ
る
が
、
民
間
委
託
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
派

遣
労
働
者
へ
の
置
き
換
え
な
ど
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
民
営
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
賛
成
で
き
な
い
」
と
意
見
を
述

べ
、
反
対
し
た
。

無
所
属
・
大
原
昌
幸

「
海
外
情
勢
や
円
安
に
よ
る
物
価
高
な

ど
、
経
済
的
な
先
行
き
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
６
年
１０
月

の
改
選
後
か
ら
、
市
議
会
議
員
の
報
酬

を
一
人
当
た
り
月
額
３
０
０
０
円
増
額

す
る
こ
と
は
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ

に
く
い
と
考
え
る
」
と
意
見
を
述
べ
、

反
対
し
た
。

無
所
属
・
田
口
正
夫

「
消
防
法
違
反
を
繰
り
返
す
な
ど
火
災

等
の
危
険
性
の
高
い
事
業
所
が
全
国
に

あ
る
と
聞
く
。
市
民
が
安
心
し
て
事
業

所
等
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
全
事
業
所

に
対
し
て
、
立
入
検
査
を
定
期
的
に
実

施
し
、
違
反
が
是
正
さ
れ
る
ま
で
、
継

続
し
た
指
導
を
さ
れ
た
い
」
と
意
見
を

述
べ
、
賛
成
し
た
。

本
会
議
に
お
い
て
各
委
員
会
審
査
の

委
員
長
報
告
を
受
け
、
各
会
派
等
が

賛
成
、
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛
同

を
求
め
ま
し
た
。
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採決等の結果

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

件 名
市長提出議案

包括外部監査契約
市道路線の認定
特定事業の契約（南公園整備事業）
公の施設に係る指定管理者の指定（南
公園）
物品の取得（小学校教師用教科書及び
指導書）
手数料条例の一部改正
附属機関設置条例の一部改正
市長等の給料の月額の特例に関する条
例の制定
職員定数条例の一部改正
職員の勤務時間、休日及び休暇に関す
る条例の一部改正
市議会の議員の議員報酬等に関する条
例の一部改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正
個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部改正
犯罪被害者等支援条例の制定
障がい者コミュニケーション条例の制
定
介護保険条例の一部改正
国民健康保険条例の一部改正
子ども・子育て会議条例の一部改正
八帖地区計画の区域内における建築物
制限条例の一部改正
市営住宅条例の一部改正
消防団員等救慰金条例及び消防団員公
務災害補償等条例の一部改正
火災予防条例の一部改正
企業職員の給与の種類及び基準を定め
る条例の一部改正
令和５年度一般会計補正予算（第１２
号）
令和５年度阿知和地区工業団地造成事
業特別会計補正予算（第２号）
令和５年度農業集落排水事業特別会計
補正予算（第３号）
令和５年度国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号）
令和５年度介護保険特別会計補正予算
（第３号）
令和５年度継続契約集合支払特別会計
補正予算（第１号）
令和５年度こども発達医療センター特
別会計補正予算（第３号）

市１
市２
市３

市４

市５

市６
市７

市８

市９

市１０

市１１

市１２

市１３

市１４

市１５

市１６
市１７
市１８

市１９

市２０

市２１

市２２

市２３

市２４

市２５

市２６

市２７

市２８

市２９

市３０

採決等の結果

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（多数）
可決（全員）
可決（多数）

可決（全員）

同意（全員）

採択（全員）

件 名
令和５年度岡崎駅東土地区画整理事業
清算金特別会計補正予算（第１号）
令和５年度宮崎財産区特別会計補正予
算（第１号）
令和５年度形埜財産区特別会計補正予
算（第１号）
令和５年度病院事業会計補正予算（第
３号）
令和５年度水道事業会計補正予算（第
２号）
令和５年度下水道事業会計補正予算
（第３号）
令和６年度一般会計予算
令和６年度阿知和地区工業団地造成事
業特別会計予算
令和６年度国民健康保険事業特別会計
予算
令和６年度後期高齢者医療特別会計予
算
令和６年度介護保険特別会計予算
令和６年度継続契約集合支払特別会計
予算
令和６年度額田北部診療所特別会計予
算
令和６年度こども発達医療センター特
別会計予算
令和６年度岡崎駅東土地区画整理事業
清算金特別会計予算
令和６年度母子父子寡婦福祉資金貸付
事業特別会計予算
令和６年度宮崎財産区特別会計予算
令和６年度形埜財産区特別会計予算
令和６年度病院事業会計予算
令和６年度水道事業会計予算
令和６年度下水道事業会計予算
和解及び損害賠償の額を定めること
和解及び損害賠償の額を定めること
令和５年度一般会計補正予算（第１３
号）
市税条例の一部改正
令和５年度一般会計補正予算（第１４
号）
固定資産評価審査委員会の委員の選任

小中学校体育館への空調設備設置に関
すること

市３１

市３２

市３３

市３４

市３５

市３６

市３７

市３８

市３９

市４０

市４１

市４２

市４３

市４４

市４５

市４６

市４７
市４８
市４９
市５０
市５１
市５２
市５３

市５４

市５５

市５６

同１
請願

請１

審議結果 ３月定例会

※採決等の結果が分かれたものの詳細は、次ページの議案の賛否
一覧表をご覧ください。
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採択請願
●小中学校体育館への空調設備設置に関すること

採択とした理由・意見を市長等に送付し、後日、処理の経過と結果の報告を求めることと
しました。

議員研修会を開催しました
本市議会では、議員の資質及び政策形成能力の向上を図るため、閉会中の期間を利用して議員
研修会を実施しています。
令和５年度は全４回の議員研修会を行いました。

令和５年度議員研修会実施状況
講 師

名城大学法学部
教授 庄村 勇人 氏
京都府立大学生命環境科学研究科
准教授 荒木 裕子 氏
近畿大学経営学部
教授 高橋 一夫 氏
一般社団法人人口減少対策総合研究所
理事長 河合 雅司 氏

内 容

個人情報保護制度

「災害ケースマネジメント」から見る
「誰一人取り残さない防災」を目指して
どうする岡崎！家康観光
アフター大河ドラマ戦略

人口減少岡崎 街づくりですべきこと

開催日

４月２８日

７月２７日

１０月１８日

令和６年
１月１５日

事前申込不要
議員研修会は、どなたでも傍聴できるように公開しています。
６年も研修会開催前に、市議会ＨＰでお知らせいたしますので、
興味がありましたら、ぜひお越しください。

副

井
村

伸
幸

○

○

議

小
木
曽
智
洋

－

－

無所属

柳

賢
一

○

○

三
塩

菜
摘

○

○

田
口

正
夫

○

○

大
原

昌
幸

○

×

無・共

中
根

善
明

×

×

鈴
木

雅
子

×

×

公明党

畑
尻

宣
長

○

○

野
島
さ
つ
き

○

○

土
谷

直
樹

○

○

チャレンジ岡崎

杉
山

智
騎

○

○

近
藤

敏
浩

○

○

小
田

高
之

○

○

青
山

晃
子

○

○

民政クラブ

三
宅

健
司

○

○

原

紀
彦

○

○

鈴
木

英
樹

○

○

柴
田

敏
光

○

○

佐
藤

哲
朗

○

○

加
藤

嘉
哉

○

○

加
藤

学

○

○

井
町

圭
孝

○

○

自民清風会

簗
瀬

太

○

○

前
田

麗
子

○

○

廣
重

敦

○

○

原
田

範
次

○

○

蜂
須
賀
喜
久
好

○

○

野
本

篤

○

○

野
々
山
雄
一
郎

○

○

中
根

武
彦

○

○

鈴
木

静
男

○

○

杉
浦

久
直

○

○

酒
井

正
一

○

○

加
藤

義
幸

○

○

荻
野

秀
範

／

／

磯
部

亮
次

○

○

会派名
議員名

議案
市３、４、１３、
１６、１７、２４、
３９、４０、４１、
４９、５１

市１１、３７

議案の賛否一覧表 賛成・反対の双方があった議案等について表示しています。（ ○：賛成、×：反対 ）

※会派の名称：議＝議長、副＝副議長、無・共＝無所属・日本共産党
※議長は議決に加わらないため「－」と表示しています。また、欠席者は「／」と表示しています。
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文教経済委員会

１月２４日 部活動の地域移行 【静岡市】

調査内容
静岡市では、学校規模に左右されず、子ども
たちがスポーツや文化活動に親しめる機会を保
障するため、地域住民や学校の協力を得ながら、
部活動に代わる新たな機会の創出を目指してい
る。「部活動」から新しいブカツ「シズカツ」
を展開している静岡市の取り組みについて調査
を行った。
委員長所感
国は、休日の部活動を、学校単位から地域単
位で実施するよう推進している。静岡市では令
和８年度から、平日は学校教育として、休日は
地域クラブ活動「シズカツ」を社会教育の一環
として行う予定である。課題として、外部指導
者と教員の関係などがある。特に音楽は先生の
能力や感性が強い部活であり、教員指導者の協
力を得ることが難しい。また、外部委託の際、
委託先の能力の判断等、選定方法も課題であり、
本市もこの課題に直面することは間違いない。

その他の調査事項
１月１５日 部活動の地域移行
１月２５日 有機農業の取組 【二本松市】

建設環境委員会

１月２５日 ごみ処理施設「エコミル」
【横須賀市】

調査内容
横須賀ごみ処理施設「エコミル」は、三浦市
とのごみ処理広域化に伴い建設した施設で、令
和２年３月から稼働を開始している。焼却施設
でごみの焼却処理を、不燃ごみ等選別施設で不
燃ごみや粗大ごみの破砕選別処理をしており、
その取り組みについて調査を行った。
委員長所感
本市が現在進めている広域ごみ処理施設の建
設と運営の参考とするため同施設の視察を行っ
た。特に印象的な点は、一部事務

※
組合による運

営よりも地方自治法上の事務の委託を行う方が
効率的な側面があるという説明である。事務手
続き上、この方式は合意形成のプロセス等が短
縮され、事業をスムーズに進捗させる手法であ
る。今後も、より俯瞰的な立場から施策の進捗
等を確認していければと考えている。

その他の調査事項
１月２４日 ウォーカブルなまちづくり（小山駅周辺のまちづくり）【小山市】
２月２日 岡崎西尾地域広域ごみ処理西尾地区施設の進捗状況

特別委員会
こどもまんなか社会推進

第３・４委員会室

第３・４委員会室

岡崎未来まちづくり推進

第３・４委員会室

第３・４委員会室

１ こども施策における国の動向と本市の取組
２ 委員会の今後の取組
１ 子ども・若者支援における本市の取組
２ 委員会の今後の取組

１ 本市の現状
２ 委員会の今後の取組
１ 本市の将来推計人口及び未来投資計画
２ 委員会の今後の取組

１月１８日

２月１４日

１月１８日

２月１４日

議会運営委員会
議会大会議室
議会大会議室

議会広報委員会

第３・４委員会室

３月定例会の運営等
３月定例会の追加提出議案

１ 議会だより第２２１号の発行
２ 意見交換会の開催

２月１６日
２月２８日

１月５日

委員会調査報告

※一部事務組合とは、自治体が行う事務の一部を複数の自治体が共同で行う目的で設立する団体のこと。
地方自治法上の事務の委託とは、事務の一部の管理及び執行を他の自治体に委ねること。 14おかざき議会だより│vol.２２２



委員会調査報告委員会調査報告

総務企画委員会

１月２３日 書かない窓口 【渋谷区】

調査内容
申請書を複数枚記載する手間、階をまたいで
移動する手間、待ち時間が長いなどの窓口業務
の課題を解決するため、申請書のワンライティ
ングや電子化、電子申請やワンストップ窓口化
などにより、住民の手間の解消、利便性の向上
及び職員の生産性向上に取り組んでいる渋谷区
の調査を行った。
委員長所感
住民サービスの向上を意識した「書かせな
い」「移動させない」「待たせない」ことを、庁
舎の建て替えによるタイミングに合わせて実現
させ、１件当たりの待ち時間を平均１５分短縮さ
せた。住民は待ち時間が減り、職員も電子化に
よるペーパーレス化や事務等の負担軽減を図る
ことができた。本市も書かない窓口を実施予定
であり、市民にも職員にも喜ばれるような制度
をつくり上げるとともに、更なる市民サービス
の向上にも努められたい。

その他の調査事項
１月２４日 デジタル地域通貨「高崎通貨」【高崎市】
２月１３日 町内会活動のデジタル化支援

福祉病院委員会

１月２２日 おひとりさま支援条例【大和市】

調査内容
おひとりさまの心身の健康にとって有益な、
外出の促進や社会とのつながりを持つよう普及
啓発し、「一人になってもひとりぼっちにさせ
ないまち」を行政、市民、事業者が一体となっ
て目指す姿勢を示すべく「おひとりさま支援条
例」を制定した大和市の取り組みについて調査
を行った。
委員長所感
高齢化は避けられない現実であり、事実を把
握し、多方面にわたる対策を実施することが重
要である。年齢を重ね、自宅に引きこもり、地
域や他者との交流が減ることで、体調への悪影
響もあると考えられるが、活動することで、彩
りある人生を過ごすことが期待できる。高齢化
に対する課題に向き合い、自治体として条例化
により明文化することで背中を押すとともに、
課題意識に対して取り組む姿勢を本市も見習う
べきと考える。

その他の調査事項
１月２３日 習慣化アプリ「みんチャレ」を活用

したフレイル予防事業 【府中市】

（１２月定例会終了後～２月）

現在、市議会では五つの常任委員会と二つの特別委員会、議会運営委員会、議会広報委員会を設置し
ています。
予算決算委員会を除く常任委員会では、閉会中も所管事項に関する調査、市内外への
行政視察調査を行っています。今回は、各常任委員会の調査事項をお知らせします。
視察調査報告書の詳細は、市議会ＨＰに掲載していますのでご覧ください。
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６月定例会予定

令和 年 月 日

（宛先）岡崎市議会議長
○ ○ ○ ○

住 所
代表者氏名

○○○に関する請願（陳情）

1 要旨 何々であるので
何々してください

2 理由 …………………………

○○○に関する請願書
（陳情書）

（請願書のみ）
紹介議員
岡崎市議会議員 氏名

春の暖かな日差しの下、南公園
の遊園地では子どもたちが楽し
そうに遊具に乗って遊んでいま
した。南公園は梅林、芝生広場
を除いていったん閉園となりま

すが、令和９年度にはリニューアルオープンを
予定しています。どうぞご期待ください。

請願と陳情
市政について意見がある時は、請願書や陳情書を
市議会に提出することができます。
請願は市議会議員の紹介を必要としますが、陳情
の場合はその必要がありません。
市議会では、請願については委員会で審査した後、
本会議で採択か不採択を決定し、その結論を請願者
へ通知します。採択した請願は、必要と認めた場合、
関係機関に処理の結果の報告を求めます。
一方、陳情は委員会で意見を述べるだけで本会議
に報告した後、関係機関に意見を付して送付します。
また、審査結果を陳情者へ通知します。

請願（陳情）書式例

です。
5月17日金
17時15分

６月定例会の
請願・陳情提出締め切りは、

日
2

9

16

23

土
6/1

8

15

22

金

議案質疑、
委員会付託
予算決算委員会

予算決算委員会
分科会・
常任委員会

委員長報告、
質疑、討論、
採決、閉会

31

7

14

21

木

一般質問

予算決算委員会
分科会・
常任委員会

30

6

13

20

水

一般質問

議会運営委員会

29

5

12

19

火

一般質問

予算決算委員会

28

4

11

18

月

開会、
市長提案説明、
議案説明、
一般質問

5/
27

3

10

17

会派等の連絡先 ☎
☎２３‐６３９０
☎２３‐６３９４
☎２３‐６３６４
☎２３‐６３９６
☎２３‐６３９７
☎２３‐６５２４
☎２３‐６３７７

自 民 清 風 会
民 政 ク ラ ブ
チ ャ レ ン ジ 岡 崎
公 明 党

日 本 共 産 党
無 所 属

議 会 事 務 局

○各会議の開催時刻は午前１０時の予定ですが、予算決算委員会分科会・常任委員会の開催時刻は午前９時３０分
の予定（開催順序などは５月２１日に決定）です。
６月定例会の日程について
上記の議会日程は予定であり、今後変更する場合があります。
変更する場合は、岡崎市議会ホームページでお知らせいたします。
議会中継について
議会中継は、右の二次元コードからインターネットでご視聴いただけます。

議会の日程、請願・陳情などに関する事項は、議事課
（☎２３‐６９７１・FAX２３‐６５３８）までお問い合わせください。

○編集と発行 岡崎市議会議会広報委員会 〒４４４‐８６０１ 岡崎市十王町２丁目９番地 ☎２３‐６９７１ FAX２３‐６５３８
○岡崎市議会HP https://www.city.okazaki.lg.jp/shigikai/index.html

表紙の写真

無所属

議案検討
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